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1．はじめに

　ピア・サポートとは，仲間同士の対人関係
を利用した支援活動の総称として用いられて
いる。ピア・サポート活動の領域は医療，精
神保健，福祉，教育など多岐に渡る（松下，
2015）。たとえば医療の分野では糖尿病患
者（Brownson & Heisler, 2009） や， が ん
患 者（Ashbury, Cameron, Mercer, Fitch, 
& Nielsen, 1998；寺田，2013）によるピア・
サポートが取り上げられてきた。ここでは，
ピア・サポートを同じ立場の者同士による支
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援活動であり，その活動のために訓練や支援
者からの助言が保障されるものと定義する。
　近年教育場面において，ピア・サポートへ
の注目が集まっている。日本ではこれまで小
学校から高校までの学校段階で積極的に行わ
れている（e.g.中野・日野・森川，2002；中
野他，2008）。大学でも関心が高まっており，
日本学生支援機構（2019）の調査によれば，
2017年度時点でピア・サポート活動を導入
している大学は全体で52.4％に上り，導入し
ていない大学においても43.1％は今後の導入
に意欲的である。学生自身を学生支援の取組
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  ［Abstract］
Development of Attitudes for Active Learning through a Peer Support 
Program

　　In recent years, peer support has spread rapidly as an 
effective student support service. Peer support programs have 
been introduced in over half the universities in Japan. Hokusei 
Gakuen University initiated its peer support program in 2015 for 
all departments in the university as well as junior college. The 
program offers learning support for students and training for peer 
supporters. This study was undertaken to shed light on the growth 
of active learning in peer supporters over an extended period. Data 
were collected four times during the period from June 2018 to March 
2019. The participants, 158 undergraduate students, completed a 
questionnaire on their attitude toward active learning. The results 
of a multi-level analysis suggested that peer support plays a partial 
role in students’ development of active learning. These findings 
have implications for the support and improvement of peer support 
programs.
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や正課教育・正課外の諸活動，さらには大学
教育の運営に参画させ，彼らのモチベーショ
ンや学習に取り組む積極的な態度を，その相
互関係の中で高めていこうとする試みが広
がってきており（川島，2010），学生相談に
おいても学生同士の相談活動の活用が注目さ
れている（早坂，2010）。
　高等教育におけるピア・サポートプログラ
ムは，導入されている大学・短大によってそ
の性質が大きく異なる。たとえば，鈴鹿国際
大学では，統合失調症の学生への学生間支援
を中心にピア・サポート活動が行われており

（仲，2013），課題を抱えた学生への支援に
ピア・サポートを活用する取り組みが行われ
ている。また，宇都宮大学ではラーニング・
コモンズの運営に学生ピア・サポーターが携
わっている（桑島，2017）。ラーニング・コ
モンズを訪れた学生・教職員との交流やラー
ニング・コモンズの利用を促すイベントの企
画などを担い，施設の活発化に一役買ってい
ることがわかる。多様な学生ピア・サポーター
について，早坂（2010）は学生ピア・サポー
ターの特徴をまとめ，ピア・サポーターが相
談相手になる「相談室型」，学習支援を担う

「修学支援型」，新入生の支援を主に行う「新
入生支援型」に分けている。いずれの分類に
おいても，学生が同じ学生という立場からサ
ポートを担う点が共通しているが，どのよう
なサポートを行うかは各大学の状況によっ
て異なる。早坂（2010）も指摘しているが，
高等教育機関のピア・サポート活動は導入さ
れて歴史が浅く，上記の分類によって全ての
ピア・サポート活動を類型化できるわけでは
ない。様々な大学のピア・サポート活動をい
かに分類し，その特徴を記述するかは今後の
ピア・サポートに関する研究課題の一つであ
る。

2．北星ピア・サポーターの概略

　北星学園大学・北星学園大学短期大学部に
おいても，全学ピア・サポート制度を導入し
ている。この制度を当該大学では北星ピア・
サポーターと呼称している。本稿ではまず北
星ピア・サポーターの設立経緯と特徴を簡潔
に述べる。
　北星学園大学・北星学園大学短期大学部で
は，2014年度に試行的にピア・サポート活
動が導入された。導入当時は成績が優秀な学
生による新入生への履修説明会や，各学科の
上級生による下級生への学習支援などが主に
行われた。これらの取組みの背景には，学生
の相互援助力によって学生生活の質を向上さ
せることへの期待があった。
　2014年度の実施を受けて，2015年度には
全学的な組織として再編され，学科の枠を超
えた学生支援をねらいとする組織へと変化し
た。また，2014年度に学生の支援策として
導入されたピア・サポートプログラムである
が，2015年度からは教育プログラムとして
位置づけられ，ピア・サポートを通じた学生
の成長に焦点が当てられるようになった。
　北星ピア・サポーターは大学の学部2年生
および短期大学部の1年生から成員を集め
た。上記年次の6月から大学学部生は4年生
の5月まで，短期大学部生は2年生の3月ま
でを基本的な任期とした。大学学部4年生の
6月以降もしくは短期大学部の卒業後に同大
学へ3年次編入をした学生は後輩への指導や
助言をするアドバイザーとして在籍するかど
うかを各個人が選べた。2016年度以降は成
績上位の学生に限らず，北星ピア・サポーター
として活動する意欲のある学生も参加できる
ように，公募制を導入した。公募による自己
推薦と合わせて，教員からの推薦を受けた学
生，成績上位の学生にも個別にピア・サポー
ト活動への参加意思を確認した。
　北星学園大学・北星学園大学短期大学部は
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大学に3学部8学科，短期大学部に2学科設
置されており，在学生は4000名前後の規模
である。北星ピア・サポーターは大学・短期
大学部を合わせて10学科からそれぞれ3名
を目途に募集している。1年目のピア・サポー
ター，2年目のピア・サポーター，3年目の
アドバイザーを合わせて80名前後の学生が
所属している。
　北星ピア・サポーターの主な活動として，
4月に新入生対象に行われる履修の相談会や
大学生活における学びについての説明会があ
げられる。また，このイベントに向け，毎年
11月頃から準備が始まる。この準備では履
修や大学生活に関して新入生に分かりやすく
説明するための勉強やプレゼンテーションの
練習が行われた。また，6月や11月には合宿
を通してピア・サポーターとしての研修が行
われた。その他，随時ピア・サポーター主催
の授業に関する勉強会などが各学科によって
企画されている。

3．目的

　以上から，北星ピア・サポーターの特徴は
学習支援と新入生支援という枠組みで捉える
ことができる。学習支援という枠組みでピア・
サポートを捉える時，支援するサポーターの
資質の維持が課題となる。たとえば，Sari, 
Çeliköz, & Ünal（2017）では，英語の学習
をサポートする学生は優秀クラスに在籍する
学生であった。学生による学習支援を導入す
るためには，支援する側の学生が学習活動に
積極的であることが好ましい。
　2000年代以降，大学生の授業に対する出
席率は上昇し，現代大学生の勉学志向が注目
されているものの，畑野（2011）はそれを
もって大学生の学習の評価を十分とはしてい
ない。出席率だけで評価するのではなく，学
習態度に注目することの意義が畑野（2011）
や畑野・斎藤（2017）によって指摘されて

いる。
　北星ピア・サポーターは学習支援を中心に
据えたピア・サポートプログラムであり，同
時に北星ピア・サポーターの成長を促す教育
プログラムでもある。そのため，ピア・サポー
ト活動に参加することによって主体的な学習
態度が向上し，北星ピア・サポーターの学習
が促されることが望ましい。
　そこで本研究では，ピア・サポートプログ
ラムに参加することによって，主体的な学習
態度が向上するかどうかを検討する。ピア・
サポート活動による成長が示唆されている諸
能力は一般的な大学生活によっても成長する
可能性のあることが指摘されている（清水他，
2015）。主体的な学習態度においても同様に，
一般的な大学生活による向上も生じる可能性
が十分にあり，ピア・サポート活動による向
上を検証するためには，ピア・サポート活動
に参加していない一般学生との比較が必要で
ある。そこで，本研究ではピア・サポート活
動に参加していない学生を対照群として比較
する。
　さらに，本研究ではピア・サポート活動の
中で役割を担うかどうかによっても教育効果
の違いを検証する。たとえば，リーダーなど
の役割を担うことによって，学生はピア・サ
ポート活動へのより強いコミットメントを感
じるようになったことが観察されている（鳥
越・武・川西，2013）ためである。ピア・サポー
ト活動に参加する学生も一様ではないが，従
来の研究では学生ピア・サポーターとして単
純に分類され，その中の質的な違いにはほと
んど注目されていない。本研究では鳥越他

（2013）の知見から，役割を担うかどうかに
よってピア・サポート活動による教育効果の
違いが生じているのかを検討する。
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4．方法

調査協力者
　本研究では，北星ピア・サポーターとピア・
サポート活動に携わっていない大学生・短期
大学生（一般学生）に協力を依頼した。北星
ピア・サポーターへの調査依頼にあたって，
事前に本調査の目的および調査内容について
大学の担当職員に説明した。その了解を得た
上で北星ピア・サポーターに協力を依頼した。
一般学生への調査依頼にあたっては，講義を
担当している教員6名に本調査の目的および
調査内容を事前に説明し，学生からの協力を
依頼する機会を得た。なお，北星ピア・サポー
ターについては，係に所属しているピア・サ
ポーターを「役割を担うピア・サポーター」
として，係に所属していないピア・サポーター
を「一般ピア・サポーター」として操作的に
定義した。係への参加は任意であり，参加す
る時期についても規定されておらず，本研究
においても調査の途中から係に所属した学生
が3名いた。この係は北星ピア・サポーター
の運営などの役割を担うものであった。
　調査は2018年6月から2019年3月までの
期間に，3か月ごと計4回行われた。第1調
査は2018年6月，第2調査は9月，第3調査
は12月，第4調査は2019年3月に行われた。
ピア・サポート団体に所属している学生の人
数は調査開始時点で83名であった。その内，
59名が第1調査に参加した。また，99名の
一般学生が第1調査に協力した。第4調査ま
での調査協力者の推移を表1に示した。

調査手続き
　第1調査では本研究の目的・概要・倫理的

な配慮を第1著者もしくは協力を承諾した教
員のいずれかが口頭および文書で説明した。
第2調査以降は回答者のe-mailアドレスに回
答URLを送信し，原則としてweb上で回答
を求めた。ただし，希望者には紙での回答も
受け付けた。

調査内容
　第1調査でのみ学年，年齢，性別を質問し
た。各調査に共通する項目として，調査協力
者の追跡および，追跡調査の協力依頼を送る
ためのe-mailアドレスの回答を求めた。加え
て以下の尺度への回答を求めた。
　主体的な学修態度尺度（畑野，2011；畑野・
斎藤，2017）　この尺度は授業などに対する
主体的な授業態度を表す9項目からなる。教
示は「以下の項目は普段のあなたの態度にど
の程度当てはまりますか」とし，「当てはま
らない」〜「当てはまる」の5段階で評定を
求めた。この尺度の信頼性・妥当性について
は畑野（2011）で確認されていた。項目の
平均得点を主体的な学修態度の得点として用
いた。この得点が高いほど，主体的な学修態
度を備えていることを示した。畑野・斎藤

（2017）では学修態度を測定する尺度とされ
ているが，項目の内容から本研究では主体的
な学習態度を測定する尺度として用いた。

分析方法
　本研究のデータは個人をレベル2，調査時
点をレベル1とみなせるマルチレベルデータ
であった。そのため，本研究ではマルチレベ
ルモデル分析における傾きの即時変化を含む
モデルを用いて分析した（cf. 尾崎，2019）。
今回の調査では調査期間中に役割に所属する

表1　本研究における調査協力者の推移
第1調査（6月） 第2調査（9月） 第3調査（12月） 第4調査（3月）

ピア・サポーター（役割）  27  27  28 26
ピア・サポーター（一般）  32  26  21 18
一般学生  99  70  61 55
計 158 123 110 99
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という水準の変化が見られた。役割を担うこ
との効果がその後生じると考えた場合，非線
形的なモデルによる分析が適切であると判断
したためこのモデルを採用した。目的変数は
主体的な学修態度尺度とした。説明変数は役
割を担うピア・サポーターを1，その他を0
とした「役割ダミー」と，一般ピア・サポー
ターを1，その他を0とした「一般ピアダミー」
とした。調査時期は第1調査を0，第2調査
を1，第3調査を2，第4調査を3に中心化した。
　本研究では4回の調査に基づく縦断データ
を扱ったため，調査協力者の脱落による欠測
が生じた。本研究では主にオンライン上で回
答を求めたため，未回答項目があった場合に
回答を促すことがシステム上可能であった。
そのため，調査への脱落を除いて欠測値は発
生しなかった。縦断調査における協力者の
脱落は単調なパターン（高橋・渡辺，2017）
であり，松山（2004）を参考に，本研究の
場合はこの脱落が役割ダミーと一般ピアダ
ミーに影響を受けるMARと見なした。その
ため，完全情報最尤法により欠測値に対応し
た。
　本研究の分析はいずれもR ver.3.5.3およ
びR studio ver. 1.2.1335.0を用いた。

5．結果

記述統計量および調査時期による推移
　まず，本研究で得られた主体的な学修態度
尺度の記述統計量と信頼性係数ωを表2に示
した。尺度の信頼性は本研究においても第
1調査から第4調査まで十分な値が確認され
た。主体的な学修態度尺度の得点は全体的に
第3調査時（12月）に最も高くなる傾向が見
られた。また，役割を担うピア・サポーター
は第1調査の時点で一般ピア・サポーターや
一般学生よりも，高い得点となった。

マルチレベルモデルによる分析
　次に，マルチレベルモデルにおける傾きの
即時変化を含むモデルにより分析を行った。
目的変数は主体的な学修態度尺度の得点とし
た。説明変数は役割ダミーと一般ピアダミー
とした。得られた推定結果を表3に示した。
　マルチレベル分析の結果，切片，調査時期，
役割ダミーがそれぞれ有意な正の効果を示し
た（γ00＝3.41，p＜.001，γ10＝0.06，p＜.001，
γ 20＝0.21，p＜.001）。この結果から，主体
的な学修態度の得点は第1調査の時点で個人
間の差があり，時間の経過によって高くなる

表3　マルチレベルモデルによる分析の結果
推定値 標準誤差 95％ CI

固定効果
　切片（γ00） 　3.41 0.05 　［3.30，3.51］
　調査時期（γ10） 　0.06 0.02 　［0.02，0.09］
　役割ダミー（γ20） 　0.35 0.09 　［0.16，0.53］
　一般ピアダミー（γ30） 　0.14 0.10 ［－0.05，0.33］
変量効果
　切片の個人間分散（τ00） 　0.22
　傾きの個人間分散（τ11） 　0.00
　切片と傾きの変量効果間共分散（τ01） －0.02
　個人内における調査時期間差（σ2） 　0.06

表2　主体的な学修態度尺度の得点推移
time 1（ω＝.88） time 2（ω＝.86） time 3（ω＝.83） time 4（ω＝.85）

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
ピア・サポーター（役割） 3.73 0.49 3.73 0.51 3.83 0.49 3.75 0.52
ピア・サポーター（一般） 3.50 0.54 3.45 0.61 3.56 0.61 3.54 0.54
一般学生 3.37 0.56 3.47 0.51 3.56 0.45 3.47 0.57
計 3.53 0.54 3.55 0.58 3.65 0.50 3.59 0.57
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傾向があることが示された。また，ピア・サ
ポーターの中でも役割を担うことでより高く
なる傾向にあることが示された。

6．考察

　本研究の目的は，北星ピア・サポーターに
参加することによって，主体的な学習態度が
向上するかどうかを検討することであった。
マルチレベル分析の結果，主体的な学修態度
の得点は調査時期の経過により，高くなる傾
向が見られた。また，役割を担うピア・サポー
ターになることによっても，より高くなる効
果があることが示された。
　本研究ではピア・ポート活動による効果を
検証するために，ピア・サポート活動に参加
している学生と，一般学生の比較を試みた。
前述の通り北星ピア・サポーターは学習支援・
新入生支援を主軸としたピア・サポート活動
を行っており，この活動の維持・発展には主
体的な学習への態度があることが好ましいと
考えられた。そこで，対照群としてピア・サ
ポート活動に携わらない一般学生を設定して
検討した。
　本研究から，北星ピア・サポーターか否か
に関わらず，調査時期が経過するごとに主体
的な学習態度は高くなっていく傾向にあるこ
とが明らかになった。北星ピア・サポーター
は教育プログラムとして学生の成長を促す側
面を持つが，大学生活の諸活動はピア・サポー
ト活動による効果と同様の効果をもたらす可
能性があることも指摘されている（清水他，
2017）。特に主体的な学習態度はピア・サポー
ト活動に限らず一般的な大学生活の中で重要
な態度であると言えよう。そのような態度は，
大学生活の諸活動の中で向上していく側面を
持つことが本研究から示唆された。
　ただし，ピア・サポート活動も主体的な学
習態度の向上に寄与していないわけではな
い。北星ピア・サポーターの中でも，役割を

担うことで主体的な学習態度が高くなる傾向
にあることが明らかになった。ピア・サポー
ト活動の中で役割を担うことがコミットメン
トを高め，能動的に行為せざるを得ない環境
がピア・サポーターの成長を支える背景であ
ると言われる（鳥越他，2013）。北星ピア・
サポーターでは，役割を担うことで組織の運
営に携わることになる。そのため，能動的に
活動する機会が増え，そのような環境に身を
おくことで本研究においても鳥越他（2013）
が指摘するような成長が見られたと考えられ
る。
　しかし，本研究では役割を担うことそのも
のが成長を促す要因となったかどうかについ
て結論を下すことはできない。本研究におい
て，北星ピア・サポーターが役割を担うかど
うかは任意であった。そのため，元々ピア・
サポート活動への動機づけやコミットメント
が高かった学生が役割を担うようになったと
考えられる。また，役割を担うことで北星ピ
ア・サポーターとしての活動内容や機会が，
役割を担わない場合に比べて増加する。役割
を担うことそのものではなく，これらがピア・
サポート活動による成長の要因となっている
可能性は十分にある。本研究では役割を担う
かどうかで分類したため，その他の変数の影
響を弁別することができていない。今後の研
究ではピア・サポート活動の中でも特に成長
を促す要因が何か，探索的に検討していく必
要がある。たとえば，役割の有無に加えてピ
ア・サポーターとしての活動時間，ピア・サ
ポート活動への意欲などを合わせて調査し，
これらの変数による成長への影響を縦断的に
検討することで，ピア・サポート活動による
成長を実証することになる。

7．おわりに

　本研究では主体的な学習態度という観点か
ら，ピア・サポート活動による教育的効果を
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検証した。本研究の結果，ピア・サポート団
体に所属しているというだけで主体的な学習
態度が向上するということはなく，その中で
役割を担い，積極的に活動に参加する姿勢が
重要であることが示唆された。
　今後の課題として，役割の有無のみで北星
ピア・サポーターを分類するのではなく，ピ
ア・サポート活動に取り組む時間，活動への
動機づけやコミットメントなどの影響を調査
していくことが必要とされる。また，今後も
調査を継続していくことによって，調査協力
者の人数を増やすことにもなり，ピア・サポー
ト活動への参加歴などを取り入れた分析にも
耐えられるようになる。
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